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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｉ
Ｓ
さ
す
ら
い
の
５
人
衆

イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
４
９
２
Ｘ

【
作
者
名
】

　
サ
ー
シ
ェ
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
神
羅
翔
、
獅
子
堂
渉
、
織
斑
一
夏
、
五
反
田
弾
、
御
手
洗
数
馬
こ
の
５
人
の

男
が
Ｉ
Ｓ
学
園
に
乱
入
！
そ
し
て
青
春
を
謳
歌
？
す
る
お
話
・
・
・
な
の
か
？
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第
１
話
～
５
人
衆
推
参
！
！
～
（
前
書
き
）

始
め
ま
し
て
の
方
、
お
な
じ
み
の
か
た
、
ど
う
も
サ
ー
シ
ェ
ス
で
す
！
！

こ
れ
は
コ
メ
デ
ィ
ー
重
視
で
す
（
書
け
て
い
れ
ば
）

ゆ
っ
く
り
見
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
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第
１
話
～
５
人
衆
推
参
！
！
～

第
１
話
～
５
人
衆
推
参
！
！
～

Ｉ
Ｓ
。
正
式
名
称
『
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
』
と
呼
ば
れ
る
兵
器
が

現
れ
た
の
は
今
か
ら
数
年
前
。
世
界
各
国
の
軍
事
基
地
に
ハ
ッ
キ
ン
グ
が
仕
掛

け
ら
れ
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
を
全
て
撃
ち
落
と
し
、
そ
の
威
力
を
恐
れ
た
各

国
空
軍
に
よ
る
襲
撃
を
退
け
た
『
白
騎
士
事
件
』
に
置
い
て
一
気
に
世
界
最
強

の
言
葉
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｓ
は
女
性
に
し
か
扱
え
な
い
と

い
う
事
実
が
発
覚
し
て
か
ら
世
界
は
一
気
に
女
尊
男
卑
の
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
男
性
が
裏
で
権
力
を
持
ち
続
け
て
い
る
の
も
事
実
。

し
か
し
、
民
間
レ
ベ
ル
で
は
確
か
に
そ
の
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
様
々
な

事
情
か
ら
Ｉ
Ｓ
を
扱
う
に
相
応
し
い
存
在
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
機
関
が
日

本
に
作
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
資
金
は
外
交
弱
者
の
日
本
が
大
国
に
言
い

く
る
め
ら
れ
て
全
て
自
費
で
出
す
こ
と
に
な
っ
た
が
。

そ
し
て
、
そ
の
Ｉ
Ｓ
学
園
に
５
人
の
男
が
い
る
。
神
羅
翔
、
獅
子
堂
渉
、
織
斑

一
夏
、
五
反
田
弾
、
御
手
洗
数
馬
の
５
人
。
Ｉ
Ｓ
は
女
性
に
し
か
反
応
し
な
い

と
い
う
常
識
を
打
ち
破
っ
た
三
人
。
す
ぐ
に
研
究
所
行
き
か
と
思
わ
れ
た
が
、

下
手
に
働
き
か
け
る
と
ま
ず
い
と
い
う
こ
と
で
、
Ｉ
Ｓ
学
園
に
事
態
が
落
ち
着

く
ま
で
入
れ
さ
せ
ら
れ
た
。
と
に
か
く
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
以
外
女
子
と
い
う

異
界
に
も
等
し
い
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
の
５
人
は
と
い
う
と

―
―
―
。

弾
「
ソ
ロ
モ
ン
よ
、
私
は
帰
っ
て
き
た
！
！
」
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翔
「
そ
の
歪
み
・
・
・
俺
が
駆
逐
す
る
！
！
」

渉
「
任
務
・
・
・
了
解
」

数
馬
「
月
光
蝶
で
あ
る
！
！
」

ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
ま
し
た
ｗ
ち
な
み
に
席
は
男
子
が
一
塊
に
さ
れ
て
ま
す
。

本
人
達
は
こ
の
席
で
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

「
み
な
さ
ん
。
席
に
つ
い
て
く
だ
さ
い
」

教
室
に
入
っ
て
き
た
の
は
先
生
の
よ
う
だ
が
・
・
・
・
本
当
に
先
生
か
？
ど
う

み
て
も
同
い
年
に
し
か
見
え
な
い
。

「
で
は
Ｓ
Ｈ
Ｒ
を
始
め
ま
す
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
１
年
間
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
「
「
・
・
・
」
」
」

山
田
先
生
が
挨
拶
を
す
る
が
皆
無
視
。
視
線
は
す
べ
て
中
央
の
男
子
に
注
が
れ

て
い
る
。

「
え
～
っ
と
・
・
・
で
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
・
・
・
」

誰
も
返
事
を
し
な
い
。
見
ろ
先
生
が
オ
ロ
オ
ロ
し
て
る
ぞ
。

「
神
羅
君
。
自
己
紹
介
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

「
俺
は
神
羅
翔
。
趣
味
は
ギ
タ
ー
と
ゲ
ー
ム
。
特
技
は
料
理
を
作
る
事
・
・
・

ぐ
ら
い
か
？
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そ
れ
と
５
人
で
バ
ン
ド
を
組
ん
で
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
な
！
」

笑
顔
で
言
う
と
女
子
全
員
が
顔
を
赤
ら
め
る
。
ま
だ
男
子
が
い
る
の
で
歓
声
は

あ
が
ら
な
い

「
獅
子
堂
渉
だ
。
趣
味
は
読
書
と
キ
ー
ボ
ー
ド
。
特
技
は
翔
と
同
じ
だ
。
よ
ろ

し
く
頼
む
。
」

「
え
～
五
反
田
弾
で
す
。
趣
味
は
ベ
ー
ス
と
ゲ
ー
ム
。
特
技
は
実
家
が
食
堂
な

の
で
料
理
が
得
意
で
す

　
こ
れ
か
ら
迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
。
」

「
御
手
洗
数
馬
で
す
。
趣
味
は
ド
ラ
ム
と
読
書
。
特
技
は
手
先
が
器
用
な
事
ぐ

ら
い
。

　
何
か
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
言
っ
て
く
れ
。
　
よ
ろ
し
く
。
」

順
調
に
自
己
紹
介
が
進
む

だ
が
・
・
・
・
問
題
は
こ
こ
か
ら
だ
っ
た
・
・
・
・

「
え
～
っ
と
、
織
斑
一
夏
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
・
・
・
・
」

他
の
４
人
が
濃
い
自
己
紹
介
を
し
た
た
め
、
女
子
か
ら
は
「
他
に
は
？
」
「
も

う
終
わ
り
？
」
と
い
う
視
線
が
突
き
刺
さ
る

あ
せ
っ
た
一
夏
は
親
友
に
助
け
を
求
め
る
。

「
（
助
け
て
く
れ
！
）
」
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「
（
（
（
（
自
力
で
や
れ
）
）
）
）
」

何
と
も
冷
た
い
親
友
達
。
一
夏
は
考
え
た
あ
げ
く
・
・
・

「
以
上
で
す
！
！
」

ガ
タ
ガ
タ
ッ
！

生
徒
全
員
が
ず
っ
こ
け
る
。

「
え
っ
こ
れ
じ
ゃ
あ
駄
目
で
す
か
？
」

「
「
「
「
駄
目
に
き
ま
っ
と
る
わ
！
！
！
！
」
」
」
」

親
友
４
人
か
ら
鋭
い
突
っ
込
み
が
飛
ぶ
が
、
そ
の
後
ろ
に
は
さ
ら
に
恐
ろ
し
い

も
の
が
い
た
。

「
何
を
し
と
る
か
貴
様
は
！
」

一
夏
「
げ
ぇ
！
関
羽
！
！
」

数
馬
「
げ
ぇ
！
呂
布
！
」

翔
「
あ
っ
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
千
冬
さ
ん
」

渉
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
千
冬
さ
ん
」

弾
「
一
夏
、
数
馬
！
お
前
ら
ひ
ど
す
ぎ
ね
ぇ
ー
か
！
？
翔
と
渉
も
悠
長
に
挨
拶

す
ん
な
よ
！
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そ
れ
と
千
冬
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
ね
」

「
「
「
「
お
前
も
普
通
に
あ
い
さ
つ
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ー
か
！
！
」
」
」
」

バ
シ
ン
！
バ
シ
ン
！
コ
ツ
ン
、
コ
ツ
ン
、
コ
ツ
ン

勿
論
全
員
が
叩
か
れ
た
。
一
夏
と
数
馬
は
本
気
で
、
翔
と
渉
と
弾
に
は
角
で
軽

く
叩
い
た
。

「
誰
が
三
国
志
の
英
雄
と
猛
将
か
バ
カ
モ
ノ
！
！

　
そ
れ
と
神
羅
、
獅
子
堂
、
五
反
田
学
校
で
は
織
斑
先
生
と
呼
べ
。
い
い
な
」

「
「
「
わ
か
り
ま
し
た
。
織
斑
先
生
」
」
」

「
よ
ろ
し
い
」

一
夏
と
数
馬
は
絶
賛
悶
絶
中
で
あ
っ
た
。

朝
の
段
階
の
第
一
印
象
は

翔
↓
明
る
い
お
兄
様
て
き
存
在

渉
↓
ク
ー
ル
の
お
兄
様
て
き
存
在

弾
↓
や
さ
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
て
き
存
在

数
馬
↓
頼
り
に
な
る
が
バ
カ
な
お
兄
ち
ゃ
ん
て
き
存
在

一
夏
↓
・
・
・
・
・
バ
カ
？
・
・
・
・
・
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と
な
っ
て
い
た
。



9

第
１
話
～
５
人
衆
推
参
！
！
～
（
後
書
き
）

い
か
が
で
し
た
か
？

御
手
洗
数
馬
君
は
オ
リ
キ
ャ
ラ
化
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
キ
ャ
ラ
設
定
を
書
き
ま
す

感
想
、
ア
ド
バ
イ
ス
ど
し
ど
し
送
っ
て
く
だ
さ
い
！
！
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キ
ャ
ラ
紹
介

　
　
　
　
　
キ
ャ
ラ
紹
介

名
前
　
神
羅
　
翔

身
長
　
１
８
０
ｃ
ｍ

体
重
　
６
８
ｋ
ｇ

容
姿
　
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ア
の
ザ
ッ
ク
ス

好
き
な
こ
と
　
料
理
、
ギ
タ
ー
、
友
達
、
読
書
、
ゲ
ー
ム

５
人
衆
の
ナ
ン
バ
ー
１

名
前
　
獅
子
堂
　
渉

身
長
　
１
８
０
ｃ
ｍ

体
重
　
６
６
ｋ
ｇ

容
姿
　
　
Ｆ
Ｆ
の
ス
コ
ー
ル
・
レ
オ
ン
ハ
ー
ト
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好
き
な
こ
と
　
、
読
書
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
料
理
、
ゲ
ー
ム

５
人
衆
の
ナ
ン
バ
ー
２

名
前
　
御
手
洗
　
数
馬

身
長
　
１
７
８
ｃ
ｍ

体
重
　
６
５
ｋ
ｇ

容
姿
　
鉄
の
ラ
イ
ン
バ
レ
ル
の
森
次
玲
二

好
き
な
こ
と
　
ド
ラ
ム
、
読
書
、
ゲ
ー
ム

５
人
衆
の
ナ
ン
バ
ー
３

名
前
　
織
斑
一
夏

身
長
　
１
７
７
ｃ
ｍ

体
重
　
６
４
ｋ
ｇ

容
姿
　
上
の
中

好
き
な
こ
と
、
ギ
タ
ー
、
ゲ
ー
ム
、
料
理

５
人
衆
の
ナ
ン
バ
ー
４
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名
前
　
五
反
田
　
弾

身
長
　
１
７
８
ｃ
ｍ

体
重
　
６
５
ｋ
ｇ

容
姿
　
上
の
下

好
き
な
こ
と
、
ベ
ー
ス
、
ゲ
ー
ム
、
料
理

５
人
衆
の
ナ
ン
バ
ー
５
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キ
ャ
ラ
紹
介
（
後
書
き
）

簡
単
に
書
き
ま
し
た
。

次
回
は
イ
ギ
リ
ス
さ
ん
が
登
場
！
！
の
予
定

感
想
、
ア
ド
バ
イ
ス
送
っ
て
く
だ
さ
い
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第
２
話
「
金
髪
ド
リ
ル
は
う
る
さ
い
」
（
前
書
き
）

サ
ブ
タ
イ
考
え
る
の
大
変
だ
・
・
・
・

ゆ
っ
く
り
見
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
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第
２
話
「
金
髪
ド
リ
ル
は
う
る
さ
い
」

　
第
２
話
「
金
髪
ド
リ
ル
は
う
る
さ
い
」

「
・
・
・
・
」

カ
リ
カ
リ

「
・
・
・
・
」

カ
リ
カ
リ

「
え
～
と
、
こ
れ
が
あ
れ
と
・
・
・
」

ピ
タ
ッ
・
・
・
カ
リ
カ
リ

「
こ
れ
が
・
・
・
こ
れ
と
・
・
・
わ
か
り
ず
ら
」

ピ
タ
・
・
・
カ
リ
ッ
・
・
・
カ
リ

現
在
１
時
限
目
。
Ｉ
Ｓ
の
授
業
、
翔
と
渉
は
黙
々
と
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
て
い

く
。
弾
と
数
馬
は
と
き
ど
き
唸
る
が
そ
れ
で
も
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
く
。
だ
が

一
夏
は
・
・
・
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一
夏
「
（
・
＿
・
 

）
 

（
 

・
＿
・
）
」

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
た
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
山
田
先
生
は

「
織
斑
君
。
何
か
分
か
ら
な
い
所
は
な
い
で
す
か
？
も
し
分
か
ら
な
か
っ
た
ら

私
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
ね
？
」

一
夏
は
決
心
が
つ
い
た
よ
う
で
・
・
・
・

「
・
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
山
田
先
生
」

「
は
い
。
織
斑
君
」

「
ほ
と
ん
ど
全
部
わ
か
り
ま
せ
ん
（
｀
・
ω
・
´
）
」

キ
リ
ッ
と
決
め
た
つ
も
り
だ
が
言
っ
て
る
事
は
恥
ず
か
し
い
。

「
織
斑
。
参
考
書
は
読
ん
だ
か
？
」

そ
し
て
、
黒
き
騎
士
王
降
臨

「
あ
の
分
厚
い
奴
で
す
よ
ね
？
」
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「
そ
う
だ
」

「
古
い
タ
ウ
〇
ペ
ー
ジ
と
間
違
っ
て
捨
て
ま
し
た
。
」

バ
シ
ィ
ィ
ン
！
！

出
席
簿
・
・
・
否
、
約
束
さ
れ
た
勝
利
の
剣
が
発
動

エ
ク
ス
カ
リ
バ
ー

叩
か
れ
た
一
夏
は
頭
か
ら
煙
を
出
し
地
面
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
な
が
ら
、
悶
絶
。

ソ
レ
を
見
た
生
徒
は
ど
ん
引
き
し
て
、
男
子
４
人
は
必
死
に
笑
い
を
堪
え
て
い

た
。

「
織
斑
。
再
発
「
織
斑
先
生
。
俺
た
ち
の
貸
す
ん
で
平
気
で
す
ｗ
ｗ
」
す
ま
ん

な
」

助
け
舟
を
出
す
の
は
、
翔
・
・
・
ま
だ
笑
っ
て
い
る
が

「
た
す
か
「
「
「
「
ほ
ら
教
本
だ
ｗ
」
」
」
」
あ
、
あ
り
が
と
う
な
」

こ
れ
が
友
情
な
の
だ
ろ
う
。
一
夏
は
親
友
の
優
し
さ
に
涙
を
流
し
た
・
・
・
・

決
し
て
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
４
冊
が
す
べ
て
頭
に
当
た
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

「
ち
ょ
っ
と
い
い
か
？
」

「
ふ
ぇ
？
」
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授
業
が
終
わ
り
一
夏
が
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
女
性
に
話
掛
け
ら
れ
る
。

こ
ち
ら
に
目
を
向
け
、
教
室
を
出
て
行
っ
た
。

数
馬
「
な
ぁ
。
も
し
か
し
て
・
・
・
・
」

渉
「
あ
あ
。
い
つ
も
の
あ
れ
だ
・
・
」

弾
「
た
ぶ
ん
。
い
つ
も
の
朴
念
仁
だ
ろ
・
・
・
」

翔
「
そ
れ
以
前
に
男
が
「
ふ
ぇ
？
」
っ
て
・
・
・
・
」

「
「
「
「
な
い
な
」
」
」
」

４
人
は
譜
面
を
取
り
出
し
、
新
し
い
曲
を
考
え
る

そ
の
時
隣
で
金
髪
ド
リ
ル
が
話
し
か
け
て
き
た
が
、
偉
そ
う
な
の
で
無
視
。

弾
「
そ
う
い
や
さ
。
ク
ラ
ス
代
表
と
か
ど
う
な
る
ん
だ
？
」

渉
「
次
の
授
業
で
決
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

翔
「
た
ぶ
ん
な
。
俺
た
ち
は
１
０
０
％
代
表
の
候
補
に
上
が
る
な
」

「
「
「
た
し
か
に
・
・
・
」
」
」

そ
し
て
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
遅
れ
て
一
夏
達
が
入
っ
て
き
て
、
千
冬
の
制
裁
を

喰
ら
っ
た

い
い
か
げ
ん
学
習
し
な
い
の
か
？
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「
再
来
週
行
わ
れ
る
ク
ラ
ス
対
抗
戦
の
代
表
を
決
め
た
い
と
思
う
」

４
人
の
予
想
は
１
０
０
％
当
た
り
・
・
・
・

「
織
斑
君
が
い
い
と
思
い
ま
す
！
」

「
私
は
神
羅
お
兄
様
が
い
い
で
す
！
」

「
え
？
獅
子
堂
お
兄
様
も
い
い
わ
よ
！
」

「
五
反
田
君
で
し
ょ
！
」

「
御
手
洗
君
よ
！
」

や
っ
ぱ
り
男
子
が
候
補
に
な
っ
た
。
す
る
と
一
夏
が
反
論
す
る
前
に

「
お
待
ち
な
さ
い
。
そ
ん
な
事
認
め
ら
れ
る
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
わ
！
！
」

さ
っ
き
４
人
が
無
視
し
た
。
金
髪
ド
リ
ル
ー
ー
セ
シ
リ
ア
・
オ
ル
コ
ッ
ト

「
納
得
で
き
ま
せ
ん
わ
。
男
が
ク
ラ
ス
代
表
な
ん
て
良
い
恥
さ
ら
し
で
す
わ
。

（
セ
シ
リ
ア
の
話
は
長
い
ｗ
）
　
大
体
文
化
と
し
て
も
後
進
的
な
国
で
暮
ら
す

こ
と
自
体
耐
え
が
た
い
苦
痛
で
…
」

セ
シ
リ
ア
に
突
き
刺
さ
る
視
線
。
そ
れ
も
そ
う
だ
ろ
う
こ
の
ク
ラ
ス
の
半
分
以

上
は
日
本
人
。
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「
イ
ギ
リ
ス
だ
っ
て
た
い
し
た
自
慢
な
い
だ
ろ
。
ま
ず
い
料
理
で
何
年
覇
者
だ

よ
」

一
夏
が
キ
レ
た
。

「
あ
な
た
私
の
祖
国
を
侮
辱
し
ま
す
の
！
」

（
（
（
（
（
さ
き
に
し
た
の
は
ど
っ
ち
だ
よ
！
）
）
）
）
）

ク
ラ
ス
全
員
が
思
っ
た
。

「
決
闘
で
す
わ
！
そ
ち
ら
の
男
子
４
人
も
で
す
わ
よ
！
！
」

「
「
「
「
え
～
め
ん
ど
く
さ
」
」
」
」

と
４
人
は
愚
痴
る
が
、
千
冬
が

「
オ
ル
コ
ッ
ト
悪
い
事
は
い
わ
ん
。
織
斑
と
だ
け
や
れ
」

「
な
、
な
ぜ
で
す
の
！
？
」

「
神
羅
と
獅
子
堂
は
試
験
で
私
と
戦
い
二
人
と
も
勝
っ
た
。

　
五
反
田
は
銃
、
御
手
洗
は
剣
を
使
え
ば
こ
こ
の
教
員
と
互
角
だ
」

「
「
「
「
「
「
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
」
」
」
」
」
」
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今
日
１
年
１
組
は
揺
れ
た
。

そ
し
て
代
表
決
定
戦
は
一
夏
対
セ
シ
リ
ア
で
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
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第
２
話
「
金
髪
ド
リ
ル
は
う
る
さ
い
」
（
後
書
き
）

力
関
係
は
・
・
・
・

翔
＝
渉
＞
＞
＞
超
え
ら
れ
な
い
壁
＞
数
馬
＝
弾
＞
一
夏
・
・
・
カ
ン
ジ
で
す

感
想
、
ア
ド
バ
イ
ス
ど
し
ど
し
送
っ
て
く
だ
さ
い
！
！
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ヒ
ロ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ー
ト
！
！
！
！
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ー
ト
！
！
！
！
！

　
　
　
　
　
　
サ
ー
シ
ェ
ス
で
す
！
！
こ
れ
よ
り
ヒ
ロ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
た
い
と
思
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
す
で
に
一
夏
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
決
め
て
い
ま
す
！
！

　
　
　
　
　
　
　
　
一
夏
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
箒
、
セ
シ
リ
ア
、
簪
　
と
な
っ
て

い
ま
す
！
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
残
り
の
、
鈴
、
ラ
ウ
ラ
、
シ
ャ
ル
、
楯
無
を
分
け
た
い

と
思
い
ま
す
！
！

　
　
　
　
　
例

　
　
　
　
　
　
　
翔
　
　
　
　
　
楯
無

　
　
　
　
　
　
　
渉
　
　
　
　
　
ラ
ウ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
弾
　
　
　
　
　
鈴

　
　
　
　
　
　
　
数
馬
　
　
　
　
シ
ャ
ル
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こ
ん
な
カ
ン
ジ
で
書
い
て
い
た
だ
け
る
嬉
し
い
で
す
！
！

　
　
　
　
　
　
締
め
切
り
は
１
０
月
２
２
日
の
朝
７
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
！

！
！

　
　
　
　
　
　
ど
ん
ど
ん
送
っ
て
く
だ
さ
い
ね

　
　
　
　
　
　
も
し
ヒ
ロ
イ
ン
で
不
満
が
あ
れ
ば
言
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
そ
れ
で
は
待
っ
て
ま
ー
ー
ー
ス
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第
３
話
「
命
を
懸
け
た
部
屋
の
カ
ギ
争
奪
戦
！
！
」
（
前
書
き
）

ヒ
ロ
イ
ン
こ
ち
ら

翔
　
楯
無

渉
　
シ
ャ
ル

弾
　
鈴

数
馬
　
ラ
ウ
ラ

に
な
り
ま
し
た
！
！

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！
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第
３
話
「
命
を
懸
け
た
部
屋
の
カ
ギ
争
奪
戦
！
！
」

第
３
話
「
命
を
懸
け
た
部
屋
の
カ
ギ
争
奪
戦
」

～
教
室
～

一
夏
「
だ
ぁ
～
全
然
わ
か
ん
ね
ぇ
！
！
」

翔
「
参
考
書
を
見
て
な
い
お
前
が
悪
い
」

数
馬
「
自
業
自
得
だ
」

弾
「
て
か
、
こ
ん
だ
け
教
え
て
も
わ
か
ら
な
い
っ
て
・
・
・
・
」

渉
「
参
考
書
見
て
な
い
以
前
に
・
・
・
・
」

「
「
「
「
バ
カ
だ
な
」
」
」
」
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一
夏
「
・
・
・
ｏ
ｒ
ｚ
・
・
・
」

だ
が
少
し
だ
が
わ
か
っ
て
は
い
る
。

山
田
「
あ
、
よ
か
っ
た
。
全
員
い
ま
す
ね
」

千
冬
「
・
・
・
な
ぜ
織
斑
は
落
ち
込
ん
で
い
る
ん
だ
？
」

山
田
先
生
、
織
斑
先
生
が
入
っ
て
き
た
。

弾
「
織
斑
先
生
。
俺
た
ち
に
何
か
用
で
も
あ
る
ん
で
す
か
？
」

千
冬
「
あ
あ
。
お
前
達
の
寮
の
部
屋
の
こ
と
だ
」

渉
「
確
か
部
屋
は
ま
だ
用
意
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
・
・
・

・
」

山
田
「
政
府
か
ら
、
今
す
ぐ
部
屋
を
用
意
し
ろ
、
と
通
達
が
あ
り
ま
し
て
、
３

つ
部
屋
を
用
意
し
ま
し
た
」

千
冬
「
部
屋
は
一
つ
が
女
子
と
同
室
、
一
つ
が
３
人
、
最
後
に
一
人
部
屋
の
３
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つ
だ
」

そ
れ
を
聞
い
た
途
端
、
ガ
タ
ッ
と
立
ち
、
拳
を
握
り

翔
「
お
前
ら
恨
み
っ
こ
な
し
だ
ぞ
！
！
！
」

「
「
「
「
上
等
！
」
」
」
」

「
「
「
「
「
う
ぉ
ぉ
お
お
お
お
お
」
」
」
」
」

唸
り
を
上
げ
、
距
離
を
詰
め
る
。

山
田
「
み
な
さ
ん
！
喧
嘩
は
ダ
メ
で
す
よ
！
」

止
め
よ
う
と
す
る
が
無
視
。

「
「
「
「
「
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
！
！
！
！
」

ガ
タ
ッ
！
と
山
田
先
生
が
ズ
ッ
コ
け
る

翔
、
渉
、
弾
、
数
馬
　
グ
ー

一
夏
・
・
・
・
チ
ョ
キ
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一
夏
「
ノ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

魂
の
叫
び
を
上
げ
る
一
夏
・
・
・
・
あ
わ
れ
な
り

そ
の
後
、
翔
が
一
人
勝
ち
・
・
・
そ
し
て

翔
「
じ
ゃ
あ
、
俺
一
人
部
屋
で
」

渉
「
な
ら
・
・
・
」

数
馬
「
俺
た
ち
は
・
・
・
」

弾
「
３
人
部
屋
で
・
・
・
・
」

千
冬
「
わ
か
っ
た
。
ま
ず
神
羅
に
１
０
２
４
号
室
の
鍵
だ
」

翔
「
あ
ざ
ー
す
！
」

山
田
「
で
は
、
獅
子
堂
君
、
五
反
田
君
、
御
手
洗
君
に
は
１
０
２
６
号
室
の
鍵
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で
す
」

「
「
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
」
」

　千
冬
「
織
斑
に
は
１
０
２
５
号
室
の
鍵
だ
・
・
・
・
変
な
事
は
す
る
な
よ
？
」

一
夏
「
絶
対
に
し
ま
せ
ん
！
！
」

数
馬
「
そ
れ
で
俺
た
ち
の
荷
物
は
・
・
・
・
」

千
冬
「
着
替
え
と
、
携
帯
の
充
電
器
・
・
・
そ
れ
と
一
応
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を

持
っ
て
き
て
や
っ
た
。

　
　
　
お
前
達
は
楽
器
が
な
い
と
落
ち
着
か
ん
の
だ
ろ
う
？
」

「
「
「
「
「
よ
っ
し
ゃ
あ
！
！
！
」
」
」
」
」

５
人
が
言
う
に
は
、
少
な
い
が
楽
器
が
あ
れ
ば
何
で
も
い
い
ら
し
い
。

そ
の
後
、
風
呂
の
事
を
話
さ
れ
、
一
夏
が
『
男
子
は
入
れ
な
い
ん
で
す
か
？
』

と
言
っ
た
た
め
そ
の
場
に
い
た
全
員
に
呆
れ
ら
れ
、
変
態
王
と
言
う
不
名
誉
な

勲
章
が
つ
い
た
。
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千
冬
「
そ
れ
で
は
、
各
自
部
屋
に
向
か
え
」

そ
の
言
葉
で
、
５
人
は
部
屋
に
向
か
っ
た
。

～
一
夏
の
場
合
～

一
夏
「
こ
こ
が
１
０
２
５
室
」

意
を
決
し
て
、
ノ
ッ
ク
を
す
る

？
「
同
室
の
も
の
か
？
」

こ
の
声
は
・
・
・
・
・

扉
を
開
け
る
と

箒
「
一
夏
！
？
」

箒
が
同
居
人
か
・
・
・
・
は
ぁ
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一
夏
の
部
屋
の
同
居
人
は
箒
で
し
た

～
渉
、
数
馬
、
弾
～

弾
「
お
～
結
構
広
い
ん
だ
な
」

数
馬
「
確
か
に
。
・
・
・
ベ
ッ
ド
は
ど
う
す
る
？
」

渉
「
俺
は
一
番
奥
」

弾
「
じ
ゃ
あ
、
真
ん
中
」

数
馬
「
な
ら
、
俺
は
一
番
手
前
だ
な
」

そ
し
て
荷
物
整
理
が
終
わ
り
・
・
・
・

渉
「
そ
ろ
そ
ろ
、
み
ん
な
を
誘
っ
て
飯
で
も
行
く
か
」
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弾
「
お
っ
い
い
ね
！
」

数
馬
「
な
ら
早
く
誘
い
に
行
こ
う
」

そ
し
て
部
屋
を
出
た
・
・
・

～
翔
の
場
合
～

ガ
チ
ャ

？
「
ご
飯
に
し
ま
す
？
お
風
呂
に
し
ま
す
？
そ
れ
と
も
わ
・
た
・
し
？
」

バ
タ
ン
！

こ
こ
は
一
人
部
屋
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
！
？
そ
れ
に
な
ぜ
裸
エ
プ
ロ
ン
な
ん
だ

！
・
・
・
・
俺
に
は
水
色
の
髪
の
知
り
合
い
な
ん
て
い
な
い
ぞ
？
・
・
・
・
・

も
し
も
う
一
回
同
じ
の
来
た
ら
か
ら
か
う
か
・
・
・
・

そ
し
て
再
度
開
け
る
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？
「
ご
飯
に
し
ま
す
？
お
風
呂
に
し
ま
す
？
そ
れ
と
も
わ
・
た
・
し
？
」

翔
「
じ
ゃ
あ
、
君
で
」

？
「
へ
？
・
・
っ
き
ゃ
！
」

俺
は
女
子
に
お
姫
様
抱
っ
こ
し
て
ベ
ッ
ト
に
直
行
。
そ
の
ま
ま
上
に
覆
い
か
ぶ

さ
る
よ
う
に
す
る
。

翔
「
そ
う
い
や
、
名
前
な
ん
て
い
う
の
？
」

楯
無
「
私
は
更
識
楯
無
っ
て
言
う
の
。
あ
な
た
は
？
」

翔
「
俺
は
神
羅
翔
」

楯
無
「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
・
な
ん
で
こ
う
な
っ
て
る
の
か
な
？
」

翔
「
だ
っ
て
お
前
が
言
っ
た
ん
だ
ろ
？
」
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楯
無
「
い
や
、
あ
れ
は
冗
談
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
」

俺
は
耳
に
口
を
近
づ
け

翔
「
俺
的
に
は
楯
無
み
た
い
な
か
わ
い
い
子
を
抱
け
る
の
は
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
・

・
・
・
」

楯
無
「
／
／
／
／
／
／
」

耳
ま
で
真
っ
赤
だ
な
・
・
・
・
そ
ろ
そ
ろ
ば
ら
す
「
ガ
チ
ャ
」
・
・
・
え
？

一
夏
「
翔
。
一
緒
に
飯
い
ｋ
・
・
・
・
・
・
」

弾
「
一
夏
固
ま
っ
て
ｄ
・
・
・
・
」

渉
「
ど
う
し
た
？
翔
は
い
ｎ
・
・
・
・
・
」

数
馬
「
お
前
ら
固
ま
っ
て
ど
う
ｓ
・
・
・
・
」

箒
「
ど
う
し
た
ん
だ
？
か
た
ｍ
・
・
・
・
・
」
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現
在
の
構
図

俺
⇒
楯
無
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る

楯
無
⇒
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
抵
抗
の
証
も
な
い

一
夏
、
弾
、
数
馬
、
渉
、
箒
⇒
・
・
・
・
・
「
（
゜
Д
゜
）
…
。
ポ
カ
ー
ン
」

「
「
「
「
「
お
邪
魔
し
ま
し
た
！
！
！
！
！
」
」
」
」
」

翔
「
ち
ょ
、
お
前
ら
こ
れ
は
ち
が
」

バ
タ
ン

言
い
切
る
前
に
部
屋
を
出
て
行
っ
た

そ
の
後
、
楯
無
に
か
ら
か
っ
た
だ
け
と
言
う
と
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
小
声
で

「
別
に
君
な
ら
よ
か
っ
た
の
に
・
・
・
・
」
と
呟
い
て
い
た
。
・
・
・
聞
こ
え

て
い
る
ん
だ
が
。

そ
の
後
先
輩
だ
と
い
う
事
が
わ
か
り
、
誤
り
先
輩
呼
び
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
だ

が
「
呼
び
捨
て
で
い
い
よ
♪
」

と
言
わ
れ
た
か
ら
楯
無
と
呼
ぶ
事
に
し
た
。
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そ
の
後
、
楯
無
は
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。

・
・
・
・
あ
い
つ
ら
に
な
ん
て
言
お
う
か
な
・
・
・
・
・

余
談
だ
が
５
人
に
分
か
っ
て
も
ら
う
ま
で
は
時
間
が
掛
か
っ
た
。

～
楯
無
～

「
か
ら
か
う
つ
も
り
で
言
っ
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
逆
に
か
ら
か
わ
れ
ち
ゃ
っ

た
な
・
・
・
・
」

ベ
ッ
ト
に
押
し
倒
さ
れ
、
そ
の
時
言
わ
れ
た
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ

「
で
も
・
・
・
・
翔
君
に
な
ら
抱
か
れ
て
も
い
い
か
な
・
・
・
・
・
」

廊
下
を
歩
く
、
楯
無
の
顔
は
終
始
赤
か
っ
た
・
・
・
・
・
・
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第
３
話
「
命
を
懸
け
た
部
屋
の
カ
ギ
争
奪
戦
！
！
」
（
後
書
き
）

こ
う
で
も
し
な
い
と
楯
無
フ
ラ
グ
が
立
た
な
か
っ
た
！
！

感
想
、
ア
ド
バ
イ
ス
ど
し
ど
し
送
っ
て
く
だ
さ
い
！
！
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一
時
的
に
永
久
凍
結

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い
ま
せ
ん
が
こ
の
小
説
を
一
時
的
に
永
久
的
に
凍
結

し
た
い
と
思
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
書
い
て
い
る
、
紅
き
傭
兵
の
方
と
同
時
に
書
く
と
あ

ま
り
に
も
投
稿
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遅
く
な
る
の
で
完
結
す
る
ま
で
投
稿
し
な
い
事
に
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
手
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
稼
ぎ
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
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ア
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ア
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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ア
ア
ア
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ア
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あ
あ
あ
あ
あ
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あ
あ
あ
あ
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ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
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あ
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あ
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あ

あ
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あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
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に
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た
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